
【甲賀市農地利用最適化推進委員の推薦及び応募状況】 （結果）

推薦を受けた者の数（個人・団体等）

年月 職名・役職等 経営形態
耕作面積
（自作地）

（㎡）

耕作面積
（借地）

（㎡）

主な作付
品目

氏名 職業
年齢
（歳）

性別 名称 目的
代表者又は
管理人の氏名

構成員の
数（人）

構成員
の資格

その他の当該推薦をする
者の性格を明らかにする

事項

小川　芳生 農業 63 男

宮治　武司
農業兼
公社員

63 男

令和4年3月～令和5年3月 下山農事改良組合長 島田　繁吉 農業 70 男

島田　繁吉 農業 70 男

宮治　武司 農業 63 男

中森　金夫
農業兼
会社員

67 男

昭和60年～令和7年 農業兼会社員

平成29年7月～ 甲賀農業協同組合　総代

令和5年8月～
甲賀農業協同組合
地区運営委員

令和6年6月～
甲賀農業協同組合
水口地区ふれあい委員会

藤田　典生 農業 66 男

山田　務 農業 68 男

令和6年4月～令和7年3月 酒人農事改良組合長 西川　嘉邦
農業兼
公務員

51 男

平成21年4月～ 農業

平成22年4月～平成23年3月 宇川農事改良組合長

令和6年6月～
甲賀市農地利用最適化推進
委員

組合長
田中　伊佐男

88

所管区域
に住所を
有する個
人で農地
を所有ま
たは耕作
する者で
本組合の
主旨に賛
同する者

―― ― ― ―農業 専業 6,000 0
水稲
野菜

無

農地の利用最適化
について推進して
いきたく考え、推
薦に応じさせて頂
いた所です。

宇川農事
改良組合

宇川区域
内のほ
場・農地
を維持す
るため、
相互扶助
の精神に
基づき組
合員のた
めに必要
な事業を
行うこと
を目的と
する。

無

周辺地区において
近年、担い手の減
少や農地の利用集
積の限界、耕作放
棄地の増加懸念並
びに他業種や宅地
化との農地の両立
等が昨今の課題と
思われる。地域農
業の持続的発展を
図るため、農業委
員の方と情報を共
有しながら農地の
利用調整や関連業
務の一助になれば
と考えておりま
す。

― ― ― ―
泉農事改
良組合

―2 2 中森　亨 71 男 農業 専業 10,500 3,000令和5年7月～
甲賀市農地利用最適化推進
委員

水稲 無 地域貢献のため。 ― ― ― ― ―

応募した者

45人

3人

42人

人数（人）

番号

推薦を受ける者
応募をする者

氏名 職業
年齢
（歳）

性別

合　　計

経歴

担当区
域番号

個人 団体等

推薦をする者

農業経営の状況

推薦に応じた理由
応募の理由

農業委
員への
応募状
況の有
無

地域の景
観、環境
の維持、
保全を目
的とす
る。

組合長
杉本　正紹

372
泉区在住
者

河川清掃、道路ゴミ拾
い、一斉美化活動、農道
道つくり、野洲川堤防草
刈り、用水路、用水路
ゲート点検及び整備、啓
発看板の設置

400
野菜
果樹等

男 会社員 自家消費 300

4 4 林　達弥 66 男 農業 ― ―

令和5年6月～

5 5 鎌倉　康廣 77 男

―

農事組合法人酒人ふぁ～む
理事

― ― 無

これまでの農業経
験、実績などから
農業組合法人酒人
ふぁ～む理事会で
承認を得て推進委
員として応じた。
農業技術の習得と
普及に取り込み、
地域農業の持続的
発展を図り、農業
集積や担い手の育
成確保、遊休農地
の未然防止、解消
等に努めます。

― ― ― ― ―

1 1 傍田　清司 64 男 農業

平成27年4月～
農業組合法人
しもやま夢の里役員

専業

3 3 山中　佐利 68

― ―3,850 0
米
麦
大豆

無

現在、農業は大変
厳しい時代で今後
も農地の流動化が
進むと思われま
す。そんな中で少
しでも地域のため
に役に立てればと
思い応じました。

― ― ― ―



年月 職名・役職等 経営形態
耕作面積
（自作地）

（㎡）

耕作面積
（借地）

（㎡）

主な作付
品目

氏名 職業
年齢
（歳）

性別 名称 目的
代表者又は
管理人の氏名

構成員の
数（人）

構成員
の資格

その他の当該推薦をする
者の性格を明らかにする

事項

番号

推薦を受ける者
応募をする者

氏名 職業
年齢
（歳）

性別

経歴

担当区
域番号

個人 団体等

推薦をする者

農業経営の状況

推薦に応じた理由
応募の理由

農業委
員への
応募状
況の有
無

山﨑　康生
農業兼
会社員

51 男

山﨑　隆秀 農業 78 男

令和6年8月～
甲賀市農地利用最適化推進
委員

山﨑　忠彦 農業 73 男

奥野　孝之
農業兼
会社員

72 男

福澤　昭次
農業兼
作業員

69 男

令和3年～令和6年 農業法人理事 岡嵜　治一
農業兼
会社員

69 男

平成5年～ 農業従事 西田　邦好
農業兼
会社員

65 男

平成22年・令和4年 新城農事改良組合長 奥田　伊津雄 農業 70 男

令和5年7月～
甲賀市農地利用最適化推進
委員

福野　憲二 農業 70 男

平成23年3月 滋賀県立農業大学校卒業 奥村　武
営農組合員
兼自営業

69 男

平成26年4月～令和2年3月
有限会社るシオールファー
ム勤務

福野　憲二 農業 70 男

令和4年1月～
独立新規就農（ココハル
ファーム）

中嶋　正広
農業兼
会社員

71 男

10 11 池本　幸男 71 男
不動産
賃貸業

令和5年7月～
甲賀市農地利用最適化推
進委員

― ― ― ― 無
地域農業の推進の
ためです。

― ― ― ―
名坂農事
改良組合

地元に農
地を置き
会費を負
担し、共
同作業で
圃場、用
排水路、
ため池等
の維持管
理を行
う。

組合長
清水　寿晴

42

名坂地区
に農地か
山林を所
有してい
ること。

年に２回以上の共同作業
で農地の清掃、維持管理

令和5年7月～
甲賀市農地利用最適化推
進委員

令和5年8月～
甲賀農業協同組合
地区運営委員

令和6年4月～ 甲賀農業協同組合　総代

― ― ― ―

― ―― ― ―

7 7 藪下　義弘 69 男 農業

昭和50年～平成19年 農業兼会社員

自家消費 4,000 0
水稲
野菜

無

相続した農業の継
続と後継者の育
成・継承を行う。
地域の農業法人の
理事等を歴任して
いく中で地域農業
の発展に寄与した
いと思う。

― ―

令和6年4月～ 貴生川農事改良組合長

― ― ― ―

農事改良組合長及
び農地利用最適化
推進委員の経験を
活かし、引き続き
地域農業の発展に
貢献したいと考え
推薦に応じまし
た。

―

―

―
農地耕作
者

111
組合長
小倉　正義

農家の効
率的な経
営ができ
るように
農地の適
正な管理
維持がで
きるよう
にサポー
トを行
い、耕作
放棄地を
無くし健
全な農地
確保を行
う。

鮎河改
良組合

―――1211 ―
地域の農地利用最
適化に協力した
い。

無水稲05,710兼業

01,000専業

就農するにあた
り、地域の農業関
係者の方々に多く
助けられた。その
ような経験から、
地域農業の保全や
推進の取り組みの
お役に立てればと
思い受けさせて頂
きました。

無いちご

― ― ―専業 11,000 0

野菜関係
（柿・
栗・葡
萄・キウ
イ等）

無

農業地域の理解、
農業関係の知識や
経験を踏まえ、農
地利用最適化推進
委員への意気込み
と責任を十分に感
じております。

――

農業女34春日　かおり109

農業兼
会社員

男64小倉　徹

――――――

伴　孝一98 農業男77

6 6 山﨑　一浩 65 男 会社員 ―



年月 職名・役職等 経営形態
耕作面積
（自作地）

（㎡）

耕作面積
（借地）

（㎡）

主な作付
品目

氏名 職業
年齢
（歳）

性別 名称 目的
代表者又は
管理人の氏名

構成員の
数（人）

構成員
の資格

その他の当該推薦をする
者の性格を明らかにする

事項

番号

推薦を受ける者
応募をする者

氏名 職業
年齢
（歳）

性別

経歴

担当区
域番号

個人 団体等

推薦をする者

農業経営の状況

推薦に応じた理由
応募の理由

農業委
員への
応募状
況の有
無

令和5年7月～
甲賀市農地利用最適化推
進委員

令和7年4月～ 西野１農業改良組合長

馬場　重夫 農業 80 男

松岡　寅雄
農業兼
会社員

70 男

中嶋　貴一郎 農業 75 男

清水　喜代司
農業兼
会社員

71 男

本間　幸造 農業 73 男

平成17年～ 農業従事 澤田　武文
農業兼
会社員

72 男

15 16 辻　正樹 49 男 農業 令和5年7月～
甲賀市農地利用最適化推進
委員

専業 50,000 90,000
水稲
茶

無

現在、推進委員を
務めていて、引き
続き推進委員を務
めて欲しいと地域
の改良組合から依
頼があったため。

― ― ― ―
南西改
良組合

地域農業
の振興を
図ること

組合長
向井　隆

11
地区内の
農地を所
有する者

―

平成19年4月～ 農業兼会社役員

令和5年7月～
甲賀市農地利用最適化推進
委員

東部農事改良組合長

東井堰水利組合長

昭和41年～ 専業農家 澤　幸雄 農業 77 男

平成18年～
農事組合法人野上野アグリ
役員

矢田　肇 農業 73 男

令和2年7月～
甲賀市農地利用最適化推進
委員

土山　保夫 農業 74 男

―13 14 中島　正人 73 男 農業 令和6・7年 黒川市場農事改良組合長 自家消費 ― ― ―

―
農地耕作
者

111
組合長
小倉　正義

農家の効
率的な経
営ができ
るように
農地の適
正な管理
維持がで
きるよう
にサポー
トを行
い、耕作
放棄地を
無くし健
全な農地
確保を行
う。

鮎河改
良組合

―――1312
農業兼
会社員

―
地域のために役に
立ちたい。

無水稲05,600兼業

令和7年4月～

5,829 2,620 水稲 無

兼業農家であった
家の農業を手伝い
始めてから米作り
をしています。少
しでも地域農業の
お役に立てればと
思い受けさせてい
ただきました。

― ―

― ―

183

兼業 8,500

農業生産
の向上、
共同施設
の維持管
理、組合
員相互の
親睦

0 水稲 無

現在、農地利用最
適化推進委員を務
めているので、引
き続き農地利用最
適化推進委員を務
めて欲しいと地域
の改良組合から依
頼があったので、
受諾しました。

― ―

― ―

16 17 大森　薫 57 男
農業兼
会社
役員

男58澤田　真

14 15 土山　定信 73 男

組合長
辻　弥重治

9

地域内に
住所を有
する農業
者または
地域内の
農地を所
有する者

―
中垣外
農業改
良組合

― ―
農業兼
会社役員

昭和61年 山女原農業改良組合長

自家消費 1,300 0 水稲 無

山間部では特に、
短期的な利益で土
地を手放すと、長
期的には地域全体
の価値が恐ろしく
下がって無料に近
い状態でやり取り
される危険性があ
ります。だからこ
そ、開発には一定
のルールが必要と
考えます。農業委
員が「単なる手続
き機関」ではな
く、地域の土地利
用の方向性を左右
するキーパーソン
であることの補助
は重要な仕事と考
えています。

17 18 箭田　庄之助 79 男 農業 専業

― ―

―64
水稲
茶

無

過去２回（６年）
の実績から、もう
１期お願いすると
のことで同意いた
しました。

― ― ― ― ―



年月 職名・役職等 経営形態
耕作面積
（自作地）

（㎡）

耕作面積
（借地）

（㎡）

主な作付
品目

氏名 職業
年齢
（歳）

性別 名称 目的
代表者又は
管理人の氏名

構成員の
数（人）

構成員
の資格

その他の当該推薦をする
者の性格を明らかにする

事項

番号

推薦を受ける者
応募をする者

氏名 職業
年齢
（歳）

性別

経歴

担当区
域番号

個人 団体等

推薦をする者

農業経営の状況

推薦に応じた理由
応募の理由

農業委
員への
応募状
況の有
無

昭和56年～ 農業兼自営業

昭和60年以降　４回 市場農事改良組合長

昭和46年9月～ 農業兼会社員

大野土地改良区理事

土山町土地改良区理事

片岡　平男 農業 70 男

中村　正和 農業 68 男

中村　克也
農業兼
会社員

66 男

西澤　直人
農業兼
会社員

63 男

辻　浩司
農業兼
会社員

64 男

平成29年7月～令和2年7月
甲賀市農地利用最適化推進
委員

澤井　直樹
農業兼
非常勤
講師

67 男

昭和51年4月～平成12年10月 農業兼会社員 山下　秋良
農業法人
理事

70 男

平成20年4月～平成26年3月 油日区農政委員 杉本　清司 農業 72 男

平成26年4月～令和8年1月 油日区農政委員長 山下　年数 農業 77 男

― 無

これからの農業に
関し、積極的に関
わっていかないと
地域の活性化につ
ながらない為、応
じた。

― ― ― ― ― ―20 21 中村　孝次 61 男 会社員 ― ― ―令和元年～ 徳原農業改良組合長

19 20 木田　照雄 69 男
農業兼
会社員

兼業 1,500 0
組合長
三好　良二

24
区内に田
畑を有す
る者

毎年3月に行われている
清掃活動のリーダーとし
て毎年活動されていま
す。

― ― ― ―

― ― ―

―

野菜 無

自分は35年間農業
共済組合という農
業関係の職場で働
いてきました。そ
の知識や経験を活
かせていけたらと
の思いがありま
す。過去何年か前
になりますが、農
地利用最適化推進
委員をさせていた
だいたことがあり
ます。その時の役
割を少しでも思い
出して役に立てる
ことができれば良
いという思いから
です。

― ―

水稲
茶

無

年々増加傾向であ
ります耕作放棄地
及び遊休農地を未
然に防ぎ地域の活
性化を推進するパ
イプ役として活動
していきたいと思
います。また、高
齢化による担い手
不足も原因かと思
います。公民協力
して地域が活性す
るように務めてい
きたい。

三軒家
農業改
良組合

区内の農
業関係者
と行政と
の円滑な
連絡等が
できるよ
う設立さ
れた。

令和3年4月～

―21 22 辻　正典 67 男
地域
支援員

自家消費 150 0

和田農事改良組合長平成28年4月～平成29年3月

22 23 中澤　幹雄 68 男 会社員 ― ―― ― ― 無

農業担い手の育
成、農地の集約
化・有効利用など
農業施策の充実を
図り、更なる発展
を期すため農地利
用最適化推進委員
の業務を通して、
その知識と経験を
積み増ししたく今
回の推薦に応じま
した。特に農地の
利用状況について
農家との意見交換
をしながら情報を
共有したいと考え
ます。

― ― ――

18 19 石田　勝章 66 男
農業兼
自営業

兼業 7,390 10,480 水稲 無

現改良組合長の推
薦があり、地域農
業のため今後の農
業に対して不安な
所があるので地域
のために少しでも
力になれるように
していきたい。

市場農事
改良組合

農業経営
の効率
化、共同
化など

組合長
岸　龍伸

30
耕作者及
び地権者

―― ― ― ―



年月 職名・役職等 経営形態
耕作面積
（自作地）

（㎡）

耕作面積
（借地）

（㎡）

主な作付
品目

氏名 職業
年齢
（歳）

性別 名称 目的
代表者又は
管理人の氏名

構成員の
数（人）

構成員
の資格

その他の当該推薦をする
者の性格を明らかにする

事項

番号

推薦を受ける者
応募をする者

氏名 職業
年齢
（歳）

性別

経歴

担当区
域番号

個人 団体等

推薦をする者

農業経営の状況

推薦に応じた理由
応募の理由

農業委
員への
応募状
況の有
無

平成20年8月～令和6年4月 農業兼会社員 松原　照雄 農業 74 男

令和6年5月～ 専業農家 雲　憲司 農業 72 男

令和7年4月～ 田堵野地区農事改良組合長 船田　榮一 農業 78 男

昭和62年4月～ 農業兼会社員 ― ― ― ―

令和4年4月～
農事組合法人
甲賀おおくぼファーム役員

― ― ― ―

令和7年4月～ 大久保農事改良組合長 ― ― ― ―

昭和48年3月～平成26年5月 農業兼会社員 竹島　通 農業 69 男

平成26年6月～ 農業 川村　克己 農業 71 男

令和5年4月～令和7年3月 大原上田農事改良組合長 山出　善彦 農業 70 男

昭和53年4月～令和4年6月 農業兼会社員

平成17年4月～平成20年3月 鳥居野区農林部長

平成19年4月～令和6年3月 鳥居野まるごと保全隊書記

平成28年5月～令和6年4月 鳥居野区農林部長

令和7年4月～ 鳥居野まるごと保全隊顧問 中村　政一 農業 77 男

― ―

24 25 東　克美

大久保地
区内に住
所を有す
る農民

農作業の受託、農機設備
の共同化

25 26 林口　義久 71 男 農業 専業 15,500

― ―

農業

安田　肇

川邉　忠一良 74 男

農業

― ―

農事組合
法人甲賀
おおくぼ
ファーム

農業生産
について
協業を図
ることに
より、そ
の生産性
を向上さ
せ、組合
員の共同
の利益を
増進する
こと。

代表理事
西田　武史

54水稲 無

農業生産者減少に
伴い遊休農地の発
生を防止し地域農
業に貢献したい。

― ―0

57 男
農業兼
会社員

兼業 5,010 0

26 27 松島　義幸 71 男 農業 自家消費 1,320 0

無4,000

年々増え続ける耕
作放棄地や遊休農
地を未然に防ぎ、
また、解消するこ
とで地域の景観を
守りたい。この先
も安定した生産基
盤を持続させた
い。行政と農家を
繋ぐパイプ役とな
り、農家の声を行
政に届けたい。

――

水稲
野菜

無

平成17年度に鳥居
野区農林部長に就
き、その翌平成18
年度において「鳥
居野区の農政を考
える会」が発足
し、１年余りその
事務局を担当しま
した。翌平成19年
度から国の施策に
より「鳥居野まる
ごと保全隊」がス
タートし、その書
記に就き、令和5年
度まで勤め、鳥居
野地区の農業施策
に携わることがで
きました。再度、
鳥居野区農林部長
に就いた平成28年
度には、翌平成29
年度に取りまとめ
られた当時の
「人・農地プラ
ン」のための準備
に取り掛かり将来
展望等課題も共有
できました。この
ような貴重な経験
をさせていただい
たことに少しでも
応えたく、謹んで
農地利用最適化推
進委員をお受けい
たしたく存じま
す。

― ―

72 男

水稲 無

農事改良組合長時
代に地域計画の策
定に携わった経験
を活かし地域の農
業施策に貢献した
い。

― ―

農業男65松本　正人2423 ― ―― ―水稲専業 15,300



年月 職名・役職等 経営形態
耕作面積
（自作地）

（㎡）

耕作面積
（借地）

（㎡）

主な作付
品目

氏名 職業
年齢
（歳）

性別 名称 目的
代表者又は
管理人の氏名

構成員の
数（人）

構成員
の資格

その他の当該推薦をする
者の性格を明らかにする

事項

番号

推薦を受ける者
応募をする者

氏名 職業
年齢
（歳）

性別

経歴

担当区
域番号

個人 団体等

推薦をする者

農業経営の状況

推薦に応じた理由
応募の理由

農業委
員への
応募状
況の有
無

平成18年～平成28年 農業兼公務員

平成25年～
大原市場農事改良組合
農林副部長

平成29年～ 専業農家

昭和55年3月～令和2年5月 農業兼会社員

令和2年5月～令和5年10月 農業

令和5年10月～令和6年3月 農業兼派遣社員

令和6年4月～ 農業兼パート

森地　義典 農業 67 男

和田　茂美 農業 76 男

長坂　俊朗
農業兼
会社員

70 男

平成元年～平成25年 農業兼会社役員

平成26年～ 農業兼自営業

平成23年 小佐治農事改良組合長 和田　茂美 農業 76 男

平成27年～ 農事組合法人こさじ役員 森地　良彦 農業 71 男

昭和45年4月～平成24年3月 農業兼会社員 辻林　隆
農業兼
会社員

65 男

平成24年4月～ 農業 寺﨑　元 農業 71 男

平成12年・平成19年・
平成23年・令和2年

寺庄農事改良組合長 中栄　徳雄 農業 71 男

平成7年4月～平成8年3月 深川農事改良組合役員

平成12年4月～平成13年3月 深川営農組合役員

平成23年4月～平成24年3月 深川農事改良組合副組合長

令和6年4月～ 深川農事改良組合役員

水稲 無

地域農業の重要性
を認識しているた
め。そして、農地
農業の適正活用に
努められるように
又地域の人たちと
共に守れるように
貢献したいと考え
ております。

― ― ― ― ― ―

男70農業長坂　俊朗

30 30 藤井　建幸 73 男
農業兼
自営業

兼業 800 600

― ―

― ― ― ― ― ― ― ―

29 29 寺井　紀朝 34 男 農業 専業 5,280 0令和5年3月～ 農業
トマト
イチゴ
メロン

無

農業経営を通じて
得た現場経験と知
識を活かし、農地
の適正利用や担い
手支援に取り組
み、地域農業の円
滑な推進に努めた
いと考えていま
す。

― ―

― ― ― ―

水稲
野菜

無

高野地区、高野営
農と共に地区内の
農地保全に努めて
いる。相模地区、
自作地周辺借地の
保全に努めてい
る。ここ数年、大
原自治振興会の中
でリーダーとして
町づくりに関与し
ている。相模地区
の不在地主の農地
の管理放棄の今後
について考えた
い。

― ―

水稲 無

地域の農業者が
年々少なくなって
いるので、農業関
係者や耕作者の農
業離れを少なくし
ていきたいので、
農業従事者に啓発
活動をしていく。

大原市場
農事改良
組合

地域の農
業の推進
と田の保
全管理

組合長
中井　博之

29

地域にお
いて田を
所有する
者

31 31 中井　藤之 74 男 農業 専業 7,800 0

寺庄農事改良組合
員の推薦により引
き受けることとし
ました。農地パト
ロール等を通じて
地域の皆さまの助
けになればと思い
ます。

無水稲 ――――――

―

― ―

4,300 0

28

28 高田　富夫 64 男
農業兼
パート

自家消費 15,000 5,000

27 辻　康生 71 男 農業 自家消費

耕作放棄地が増え
る近年ですが、少
しでも農業に関わ
り、地域の景観を
守り、農業の健全
な発展を考えてい
きたい。

深川農事
改良組合

この組合
は農業行
政を良く
理解し、
時代に即
応した農
業経営の
研究に努
め、組合
員の経済
的・社会
的地位を
高め、併
せて相互
の親睦を
図り明る
い住みよ
い集落に
すること
を目的と
する。

組合長
嶋本　昭彦

35

原則、集
落に住居
を有し農
地を所有
する者及
び集落に
住居を有
し農業経
営をする
者

農業情報等の収集に努
め、分析研究に取り組
み、農業技術の改善並び
に生産コストの研究・指
導に努め農業経営を促進
する。各種事業の互助労
力を研究し、助け合いの
信念を養い、先進地を視
察し、併せて組合員の親
睦を図る。

― ― ― ―水稲 無32 32 田中　高雄 65 男 農業 自家消費 550 0
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（自作地）
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無

昭和50年1月～ 農業兼自営業 神山　裕之
農業兼
会社員

46 男

平成20年6月～ 杉谷伝統野菜栽培部会部会長 神山　和士
農業兼
会社員

51 男

平成30年4月～ 認定農業者取得 片岡　晴樹
農業兼
公務員

41 男

令和2年7月～
甲賀市農地利用最適化推進
委員

令和6年4月～令和7年3月 甲賀農業協同組合　総代

平成12年4月～ 農業従事 橋本　義信
農業兼
会社員

67 男

平成31年4月～令和2年3月 池田農事改良組合長 松岡　主税
農業兼
会社員

56 男

令和5年7月～
甲賀市農地利用最適化推
進委員

橋本　吉章
農業兼
会社員

60 男

木村　宗雄 農業 72 男

山本　隆司
農業兼
自営業

63 男

令和7年4月～ 下磯尾農事改良組合役員 望月　康史
農業兼
会社員

50 男

平成13年 下野川改良組合長

平成30年～ 農業兼会社役員

昭和55年4月～平成30年3月 兼業農家

平成30年4月～ 専業農家

39 39 田村　茂和 69 男
農業兼
自営業

昭和56年4月～ 農業兼自営業 兼業 7,710 740 水稲 無

微力ですが少しで
も地域に貢献でき
ればと思い応じま
した。

― ― ― ―
宮町農業
組合

地域の農
業生産活
動の実施
及び推進
活動

組合長
鵜飼　清代一

87

地域内に
住所を有
する者で
農地所有
者、農業
経営を営
む者

地域農業の生産活動推
進、農業用施設管理

大西　進 農業 77 男

大井　浩
農業兼
会社員

65 男

大西　孝司
農業兼
自営業

58 男

地域農業の円滑運営及び
支援

地域内農
地の地権
者

64
組合長
柴田　康彦

新治農事
改良組合

地域の円
滑かつ公
正な農業
運営推進
するとと
もに、組
合員相互
の連絡を
密にし、
農業生産
の向上を
図る。

――――――

食料自給の安定と
地域農業の健全な
発展に農地利用最
適化の視点で貢献
するため。

無水稲

― ― ― ―
下馬杉
農事改
良組合

農業の振
興

組合長
太田　一志

6 区民無

自信も農業に従事
しており、農地の
適正利用に重要性
を感じているた
め。

兼業 5,985 0

34,3518,890専業農業

３期目となります
が、現在大きな取
組もあり引き続き
業務を続けるにあ
たり受けることと
しました。

無
水稲
野菜

34 34 和田　隆男

農業 専業 6,300 60,900
水稲
野菜

―

35 35 吉田　隆之 69 男

38 38 松井　英治 64 男

36 36 谷　聡之 63

61 男
農業兼
会社員

― ― ― ―

無

地域の自然環境を
農業関係の知識や
経験を活かし守っ
ていきたいという
思いで応じまし
た。

― ― ― ― ― ―33 33 上杉　広盛 68 男 農業 専業 6,900 6,900

男
農業兼
会社員

自家消費

昭和59年4月～ 農業兼会社員

4,500

― ― ― ― ―1,800 0 水稲 無

離農・耕作放棄地
が増えていく昨
今、農地が有効利
用活用できるよう
に頑張ります。

―

水稲
杉谷伝統
野菜

市街化調整区域の
旧集落で営農・土
地改良に関わり、
地域の農地事情や
人間関係を理解し
てきました。農地
ナビや筆ポリゴン
等を用いた農地把
握の経験も活か
し、現場調整を重
視しながら農地利
用の最適化に貢献
したいと考え、推
薦に応じました。

下野川農
事改良組
合

下野川に
おける農
業振興を
図るため
組合員相
互の互助
精神と協
調を大切
にし、水
田の利活
用を進め
生産性と
収益の向
上を図る
ことを目
的とす
る。

組合長
大原　昭郎

35
地域農地
の地権者

地域農業の円滑な支援― ― ― ―

男 農業 専業

水稲
白ネギ

無37 37 橋本　達也 64 男
農業兼
会社役員

兼業 10,000

― ―令和元年4月～ 勅旨農業組合長 8,000 0 水稲 無

後継者不足や耕作
放棄地の増加とい
う課題解決に向け
組合員と十分協議
を図ると同時に組
織間連携を強化し
ながら農地の適切
な利用と維持に努
めていき、地域農
業の発展に貢献し
たい。

― ― ― ―40 40 宇田　佳民 69
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昭和55年～平成29年3月 甲賀農業協同組合員

平成29年4月～ 専業農家

神山農業
実行組合

地元農業
の振興の
ため

組合長
増本　信幸

84

神山地区
で農業を
している
こと

―

江田農業
組合

江田地域
の農業振
興のため

組合長
山中　秀寿

42
江田区に
居住する
農業者

―

長野農業
組合

地元農業
の振興の
ため

組合長
今井　利之

8
地域内農
業者

―

43 43 西谷　孝 70 男 農業 昭和61年～ 農業従事 自家消費 3,500 0 水稲 無
農業組合長から薦
められたため。

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

平成26年4月～令和元年9月 農業兼会社員

令和元年10月～ 農業従事

令和5年8月～令和8年7月
甲賀農業協同組合
　　　　の地区運営委員

令和7年4月～ 多羅尾農業（改良）組合長

酒井　規生
農業兼
会社員

43 男

大西　吉弘 農業 71 男

平成23年・令和6年 下朝宮農業改良組合長 服部　二三男
農業兼
会社員

67 男

水稲 無

これまで地域の農
業活動に積極的に
関わってきまし
た。農地の維持管
理や担い手不足の
現状から地域農業
の発展に寄与した
いとの思いから本
委員として活動し
たいと考えまし
た。

― ― ― ― ― ―44 45 村井　英司 74 男 農業 専業 2,000 1,800

平成23年～ 農業従事

組合長
乾　利行

17
農業に携
わる人

農業に相応しい人格であ
る。

水稲
野菜

無
地域農業の継続発
展に貢献したいと
考えています。

― ― ― ―
畑農業
組合

水稲及び
景観を守
るため

41 41 大平　金男 64 男 農業 専業 6,200 11,000

― ―― ― ― ― ―

―

0 水稲 無

平成26年から水稲
農業に携わり、令
和6年より農業（改
良）組合長として
地域農業の課題に
向き合ってきまし
た。この経験を活
かし農地の有効活
用と持続的な地域
農業の実現に貢献
したいため。

―農業 自家消費 3,700

農業兼
自営業

兼業 0.8 0 水稲令和元年～ 農業従事 ― ― ―無

近所の認定農業者
でアルバイトをし
ています。農業に
興味があり将来は
農業をしたいと考
えています。少し
でも農業に関わり
たくて推薦に応じ
ました。

― ―43 44 山岡　稔久 72 男

42 42 大原　成紀 42 男


